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	　(１)入間東部地区文化財保護連絡協議会事業報告
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	　委員：市内でも文化財防火デーにあわせた防災訓練は実施しているか。
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	　事務局：「ねずばし」である。
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	としては埼玉県教育委員会の近代化遺産報告書により「樋門」としているが、個別名称としては水越門樋
	は銘板に刻まれた文字から、山形樋管は銘板がないため残されている設計文書に記された名称等にから付
	したものである。
	委員：水越門樋については、地元では「圦（いり）」、「水門」と呼んでいた。
	委員：南畑地域は荒川と新河岸川が流れ、水害との戦いの歴史がある。特にこの点を強調することが望ましい。
	委員：同感である。案内板・説明資料等にも水害との歴史を記したりして、小中学生にも是非知らせてもらえることを考えてもらいたい。
	委員：文化財を保護するだけではなく、活用してこそ文化財としての価値が活きてくる。
	　委員：２件の樋門は南畑地域の水との戦いの歴史とともに、日本の近代化の一翼を担った深谷の日本煉瓦製造で造られた埼玉県を代表する煉瓦と関連付けられるものであり、指定することが望ましい。
	　　出席委員協議により、指定に向けての答申（案）作成については議長に一任し、答申（案）作成後各委員の校
	　正を行い、期日までに答申書を作成することとなった。
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